











































立し、携帯端末もパソコンからタブレット 携帯電話からスマートフォンとよりビジュアルで通信機能を強化したものに進化している。経済や社会のしくみ全体に変革が起き、私たちの生活も大きく変化してい 。二十一世紀は、新しい知識や情報、技術が、政治や経済、文化といっ 領域での活動の基盤となる、 「知識
基盤社会」と言われている。知識基盤社会とは、あらゆる情報や知識を生み出し、編集し、共有しながら活用することによって動いていく社会を指している（文部科学省、二〇〇九） 。この状況下において、教育でも情報化の重要性が増し いる。
またここ数年、 「二十一世紀型スキル」が世界的な

































































































































































































































































































































































































































































































































ラーニングを実践している教師五名にインタビューを実施した。タブレットを使ったアクティブ・ラーニングを実践する理由としては、 「一方的でなく双方向の授業を 践 い」 「理想とする授業を実現するため」といった授業スタイルそのものを変える めという理由や「映像や教材を表示して理解度 高めたい」といったわかりやすい授業の実現 ためといっ 理由が多い。授業や子どもたちの変化については、メリットとして「一人一人の意見 反映させるこ ができた」「生徒に考えさせる時間が増えた」といった意見が多いが、反面デメリットして「子どもたちは 解したつ
もりでいるが、どの程度定着しているか心配」といった定着度に不安を感じていることもわかった。新しい機器の導入は新しい教育 きっかけになり得るが、重要な事は、新たな学力観に対する理解を深め、自分の授業のあり方を見つめ直すことにある。
本稿では、神奈川大学附属中・高等学校の
IC
T
教
育とアクティブ・ラーニングの取組みについて整理した。二〇一六年に、一人一台 タブレット
P
C
導入
に向けてロードマップが完成し、二〇一七年
IC
T
教育プロジェクトチームが発足 た〔表２〕 。
O
ne to 
O
ne
時代を迎えるにあたり、指導方法や評価方法を
議論するだけでなく、授業デザインその のを見直し新しく構築していく必要がある。附属学校は新しい時代を迎える。
図10　iPad でプログラミング
図11　ロイロノートで教材配信
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〈参考文献〉小林道夫（二〇一四） 『教育における
IC
T
活用―神奈川大学附
属中・高等学校の取組み―』
 神奈川大学心理・教育研究論集
三十五号
小林道夫（二〇〇一） 『
IT
と教育：情報教育の実践と提案』御
茶の水書房
文部科学省（二〇一三）
 『教育の情報化ビジョン』
http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m
enu/houdou/23/04/1305484.htm
文部科学省（二〇一六）
 『次期学習指導要領等に向けたこれまで
の審議のまとめ』h
ttp
://w
w
w
.m
ex
t.g
o.jp
/com
p
on
en
t/b
_m
en
u
/sh
in
g
i/
toushin/__icsF
iles/afieldfile/2016/09/09/1377021_1_1_11_1.
pdf
文部科学省（二〇〇九）
知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて （案）http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m
enu/shingi/gijyutu/gijyutu13/
siryo/attach/1285416.htm
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表２・附属学校タブレット
P
C
導入ロードマップ
年
タブレット
P
C
W
iF
i 設備
サポート体制
教員研修
教育課程
学習指導要領
大学入試制度
二〇一七
全教員に配付タブレット
P
C
とプラットフォームの運用開始
一〇〇〇人が無理なく使える環境の整備予算化
サポートデスク体制の整備
活用研修会の実施（年間六回程度）
タブレット
P
C
活用カリキュラム案の作成（中学一年生
〜
高校一年生）
二〇一八
中学一年生〜高校一年生タブレット
P
C
を購入。教材配信など授業の開始
工事完了、運用開始
サポー トセンターを設置、部屋を改修
活用研修会の実施（年間六回程度）
カリキュラムの開始
二〇一九
中学一年生（
35期生）購入
活用研修会の実施（年間六回程度）
以後中一のみ運用
二〇二一年度実施新カリキュラムの検討、決定
高等学校基礎学力テスト（仮称）最後のセンター試験
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二〇二〇
中学一年生（
36期生）購入
以後中一のみ運用
大学入学希望者学力評価テスト（仮称）開始
二〇二一
中学一年生（
37期生）購入
以後中一のみ運用
中学新学習指導要領の完全実施
二〇二二
中学一年生（
38期生）購入
以後中一のみ運用
高校新学習指導要領の年次進行実施
二〇二三
中学一年生（
39期生）購入
以後中一のみ運用
高校新学習指導要領の年次進行実施
二〇二四
中学一年生（
40期生）購入
以後中一のみ運用
高校新学習指導要領の完全実施
